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環境DNA調査の誤差要因の整理と調査記録票の考案
【概要】
近年、新技術として注目されている環境

DNA調査は、河川水辺の国勢調査への導入
が検討されるなど普及が進んでいるが、
様々な要因で分析結果に誤差が生じること
が知られているものの、分析誤差を検証す
る手法が確立されていない。そこで、調査
分析の経緯を記録する記録票（案）と、分
析誤差を検証した事例を紹介する。



材料と方法

場所：アユが遡上する渓流部

（標高約300m）

期間：R1年7～9月（H29,30と比較）

方法

1. 潜水調査によるアユの個体数カウント

2. 捕獲調査を踏まえた現存量の推定

3. 環境DNA分析結果と推定現存量の相関分析（3ヶ年）

課題と工夫

1. 誤差要因のうち、採水場所（流心・左岸・右岸）の
違いによる誤差を検証

2. 現存量の推定方法を比較（湿重量×体長自乗）※
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※体長自乗：体表面積の指標

調査地点



誤差要因の
整理

事前に土木研究所に聞き取
り調査を実施。

環境DNA調査における変動
要因と課題を整理。

採水位置、現存量の2項目
について、検証計画を立案。
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アユの現存量の算定手順

潜水に基づく推定（流量当たり・体長区分別）

1. 捕獲個体の現存量＝相関式（図1）に基づく平均湿重量（case1：g/mL）
＝体長自乗の平均（case2：mm2/mL）

2. 現存量（case1,2）＝潜水の確認個体数×捕獲個体の現存量

環境DNA分析結果との相関分析

現存量とDNAコピー数/mLを比較
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図1.採捕アユの体長と湿重量の相関式（3ヶ年）図2.アユ生息量とDNA濃度の関係（Doi et.al,2017）

既往文献（図2）と同様に
DNA濃度とアユ現存量の
相関性が期待される

図2は、Doi et.al(2017) Environmental DNA analysis for estimating the abundance and biomass of stream fish, Freshwater Biology62: 30-39より



結果1：採水場所の違いと分析誤差
流心での採水データは、H29,R1は右肩上がりで、
相関が良いと言える。

左岸・右岸の採水データは、値が上下しており、
相関が良くない。
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• その他の誤差要因
採水直前のピーク流量
：関係なさそう
採水日のピーク流量からの
経過日数
：関係なさそう
アユの遡上数・放流数
：関係なさそう
潜水調査の範囲（DNA採水
箇所の上流200m区間）
：今後の課題



結果2：現存量の推定方法による誤差
体長自乗と流心データの比較では、H30,R1が右肩上がりにならず、
相関が良くないと言える。

左岸・右岸の採水データも、値が上下しており、
相関が良くない。
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流心データとアユ現存量（湿重量）の
相関が良いと結論づけた。

グラフが右肩上がりにならず、
相関が良くない



近年の他事例との比較検討

環境DNAの実用化に向けた共同研究 最終報告会
（土研、R3年6月30日）

個体数推定の課題：リアルタイムPCR法
別河川との比較が未確立（神戸大学 源利文）

多種検出の留意点：メタバーコーディング法
汽水域の採水（㈱エコー 平田真二）

流心より河岸の方が、表層より低層の方が、種が多く検出。

上流域の採水（パシフィックコンサルタンツ㈱ 渡部建）

1箇所の採水量より、箇所を増やすと種数把握に効率的

2Lの採水で検出種数が頭打ちになる⇒1L×2箇所が良いかも。

採水場所（流心・河岸・瀬・淵）の選択よりも、
採水量（採水箇所数）が種数や希少種の検出率を上げるのに有効。
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※村岡敬子：河川環境調査への環境DNAの展開に向けた共同研究発表会、
日本水産学会誌、86巻3号、p.232、2020．

R1年10月の
中間報告は
公表中

• 河岸は流速が遅く、
多様なDNAが残留

流心データとアユ現存量（湿重量）の相関が良いという結果に関連し、、、



環境DNA調査記録票2019の考案
経年比較のためには当時の手法の把握が重要

調査及び分析の記録を残す様式2019を考案
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【採水・運搬】2019 【保管・分析】2019

翌年に土研版の
様式2020が公表



参考：土研の記録様式2020の紹介
国立研究法人 土木研究所 河川生態チーム

環境DNA情報 報告書記載様式案 Ver_1.2.1（様式1～11）

調査にあたっての留意事項（暫定版）

2020年12月11日公表

https://www.pwri.go.jp/team/rrt/topic/2020/201211_01.html
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